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誌名くシグマ＞の由来

<シグマ>はギリシャ語のアルファベット第18番目に

あたるZ(sigma)から取ったものですが、Zは微積

分では総体の和を表わす記号ともなっております。

そこで、 1） 「ねじ」は物を締めつけて完成品に仕上

げる重要な部品ですから、総体の和を支えるものと

いえます。そして2）私たちは、総体（トータル)で

ものをみ、伝票では買えないものをサービスして、

総体のコスト（トータルコスト）を下げることに協力

します。 このためには、 3） 「ねじ」を供給する私た

ちと、それを使用される皆さんとの間に、密接な和

を必要とします。 こうした私たちの3つの願いをこ

めて名づけられたのがくシグマ＞です。
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イワタボルトは5回目の出品

予想以上に強いメートルネジヘの関心
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アメリカの1977DesignEngineeringShowは､今年

もシカゴのマコーミック・う°レースで、 5月9日から12

日まで4日間にわたり開かれた。 これはASME(Ameri.

canSocietyofMechanicalEngineersの略称。アメ

リカ機械技術者協会）の主催によるもので、これと併行

して例年通りDesignEngineeringConferenceも行わ

れた。 このデザイン・エンジニヤリングショーも今年で

24回目であるが、今年の展示面積は1971年以来最大とい

われ、出品企業は480社をこえ､また全米各地からこのシ

ョーとコンファランスに参集するエンジニヤは2万名を

こえたといわれる。 とにかくアメリカ産業がその時代時

代に当面する技術上の課題や役割を集約的に反映する催

しとして、世界各国からも注目と関心をあびているが、

イワタボルトも従来に引きつづき各種の製品を展示した。

日本のねじ企業としては唯一の参加であるが、 イワタボ

ルトとしては5回目の出品である。

この展示会への立会として今年は輸出課長代理柴山泉

と群馬出張所々長代理安達吉美を派遣、通訳として本社

総務課岩田聖隆を同行させた。以下は柴山と安達による

報告の概要である。

ロム鋼使用製品の輸入禁止措置をとったとの話
を聞き驚きました。 これによるとクロムの含有
量3％以上の製品が殆んど該当するとのことで

ステンレス製品など真先に槍玉に上るわけです。
丁度私たちが日本を出発する前に、米ファスナ
ーエ業協会(IFI)が財務省に要請していた日

本のねじ製品に対する相殺関税適用が？ロに決
定したとの情報を耳にしていた後の事でもあり、
日本製品の米市場への輸入をめく．る情勢のきび
しさが舞々(ひしひし）と感ぜられました。

数日経ち帰国した後に、 ローデシヤ産クロム

鋼の問題は対象が1次製品のみで、ボルト ・ナ

ットなど2次加工部品は外されたことを聞きま
したが、滞米中はたえず頭の片すみにひっかか
り緊張させられました。

さて5月9日から12日まで4日間にわたるデ

ザイン・エンジニヤリ＞グショーですが、会場

は前年と同じシカゴのマコーミック・う°レース。

展示の規模といえデスフ°レイの見事さといえ、
さすがという感じです。 イワタボルトとしては

5回目の出品で、 これまで立会に参加した諸先

480社が参加

日本からイワタボルトただ1社

4月30日羽田を出発してから5月17日に帰着

するまで18日間にわたる出張で、その間取引先
への訪問や打ち合わせで方々とびまわりました

が、 ここではイワタボルトが出品した1977年デ

ザイン・エンジニヤリングショーを中心として

報告と印象をまとめてみました。

羽田を出発したのが4月30日、ニューヨーク

空港へ着いたのも時差の関係で4月30日、いさ
さか時差ボケを感じながら翌5月1日はまずこ

れからの活動に備えて休養。翌2日から予め決

めたスケジュールに従って6日迄の間に、飛行

機を利用して取引先を何社か訪問、仕事を終え

ていよいよデザインショーの開かれるシカゴに

着いたのが5月6日。打合わせでジャンプ．．（日

本シカゴ機械要素部品事務所） を訪れた時、米

政府がカーター大統領の「人権外交」の一環と
して、人種差別問題にからみローデシヤ産のク

く
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る製〃Iの間係で拾ってみると、ボルト ・ナット ・

リベ､ソ ト関係で19礼、 インサート関係で7社、

ブラインドリベット |腱l係で7社、樹脂ファスナ

ー間係で8社、接着商'1関係で10社か数えらオLま

した。 これら製11111て･はとくにI I新しいものもな

かったように,Wうれますが、 こオl_はりXいは私た

ちの不勉強で兄然しがあるのかも知れません。

ただ、 H新しさということだけで腱ｼ｣〈,W!をみて

いくのも問)辿かあるのではないかとも思われま

す。例えばう．ラインドナッ |､はH本にもグッド

リッチのリブナットか人って米ているので、 1l1

に珍らしい製!Y1とはいえませんが、 この繩の製

IFI'!が意外と多いのに気づきました。打込みピン

の専門メーカーであるグループ､ピン社でもリブ

サートの商IY1名で出17!していた}叶をみると、 フ、

ラインドナ､ツトはかなり広く使用されているの

ではないかと推察されました。

★メートルネジに対する関心の強

さは予想以上で、 その点でイワ

タボルトのアピールはきわめて

タイムリであった。ただメート

ル制そのものを国民に理解させ

るのは大変な難事業で、小学校

教育から一つ一つ積み重ねてい

く必要があることを口々に訴え
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しさを加えていることか｡)幸にして、 こうした

要求に応ずるような新しい材料や部品か次々と

開発されているし、 また現存の材料や部1拍の新

しいアプリケーションによってデザイナーの選

択範囲も拡大され、新しい大胆な構想への刺戦

剤となっている云々･

展示品は例年のように機械部品、電r- ･電気

部品、伝導装置、水圧・空圧機器部品等からフ

アスナー部舶まで､、数千点に達し、材質的にみ

ても各穂金属や合成樹脂なとゞ多岐にわたりまし

たが、 とくに昨年あたりから接着剤や樹脂関係

部品の展示が多くなってきたといわれています。

ファスナー関係の展示は大体例年と変りない

ようで、フェリキャッフ．＆セットスクリュー、

セントラルスクリュー、エルコインタ．ストリー

ズ、ケイナー、 ITTハーパー、グッドリッチな

どお馴染みの所か大部分です。当社に関係のあ
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輩からいろいろ聞かされもし写真を兇せられも

した関係からか、私たちも初めてという妙に緊

張でコチコチした感じがなかったのは幸でした。

出品したのは全部で約480社ということですが、

展示姑を一寸目にふれた感じでも会場の雰l荊気

からしても、時代のきびしい要清に技術的に対

応していこうという意fi)' やざっている感じ

です。案内書の冒頭に くぴ) ,kうに述べられ

ていますが、 このショー-の役1ii,|と課題を集約し

ているように思われます。

デザイン・エンジニヤに対する期待と要

望は年ごとに高まりつつある。それは止まる所

知らずといっていい。例えば、信紙性､耐久性、

軽量化、安全性、エネルギー節約などに設定さ

れる基準は年々新しく変りつつあるのである。

（ここ10年前、いや5年前の貴社製品の仕様を

ふり返ってみるといい。如何に今日 一段ときび

メートルネジに大きな関心

タイムリーなイワタボルトのアピール

イワタボルトは昨年とり|きっづきラインヘッ

ドを初めIT3、フランジナット、ナイロンナ､ソト、

スフ・リングナット等々各種の特殊I砧を展示しま

した。萸色の地に大きくラインヘッドを配し

TheMetricFastenersYouNeedNow・ノと

訴えたパネルは、 このエンジニヤリング．ショ

ーではもうお馴染みのようです。昨年もそうだ

ったようですが、今年もメートルネジに関する

質問がきわめて多かったのが印象的で､、考えて

みるとメートルネジをアピールしたものは外に

なかったようです。現在米国はインチからメー

トルへの切換えか漸く緒についたばかりであり、

その過程にいろいろな問題を抱えているだけに、

'
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★単に締付工程の省力化やコストダウンの外に、信頼性やう°口ダクトライアビIノティの要求される時代になってき ニ

このアヒ ルが人きな側心と注| ｜をllfんだのだ

ろうと思います。 その,唖味では｣fにタイムリー

なアピールであり、それだけでもこのエンジニ

ヤリングンョーハ､の参ﾉJIIの,慰味かあったのでは

ないかとさえ感じました。

メートルネジに関する質問はショーか幕あけ

した初日からで、必らずといっていい秘、米国

内にストックヤードはあるかとかオフィスはとﾞ

こかなとゞと聞かれるのにはいささか閉I Iしまし

た。恐らく技術や1没I汁の|腱l係荷や職買lⅡ当荷な

のでしょうが、彼らのli!fによると、 メートルネ

ジハ.の移行か問辿になっていってもなかなか頚

の切')換えが容易でないこと、従ってイワタボ

ルトのような会社か米1 1il内にあればいろんな問

迦もある稗庇解消され必要な時には人手で､きる

だろうこと、塊ｲf米|｣1内にもメートルネジを取

扱う会祉はないｵ〕けではないが、到底これらの
悩みを解消するまでになっていないことなどで

す。 これは米国の会礼だけではなく 、 H系進出

企堆の人も何人かみえて同じような悩みをI活し

V

F

ていました。 日本から取り行せるにしても時間

がかかるし、それになかなか話か通じなくて困

るなとゞと訴えていました｡

こうして次から次へとメートルネジについて

質問をうけた')悩みを訴えられたりしてみると、

つくづく米|flにとってインチからメートルへ変

るのは如ｲﾛIに大変なことかか痛感させられまし

た。所か、 これらの質問臂といろいろ雑淡的に

I活しあってみると、問題はもっと深刻なようで
一半

9．

つまり、技術荷や没計者ならインチからメー

トルハ､の切換えといっても、切換えそのものに

伴う悩みはあるにしても、 メートルとかメート

ルネジについての理解はそれなりに理解はでき

るが、 ‐ ･般の国1tにとってはそうはいかないと

いうのです。 メートルとは何かといわれてもそ

れこそチンプンカンプンで､何のことやらさっぱ

り分らないのが実情だというのです。無理もな

いかも知れません。唯れついた時から長さの単

位はインチ、竜さの単位はポンドということが

頚や体にしみこんでいるのに、 インチからメー

トルへ、ポンドからトンヘなと．いわれても、戸

惑うばかりと思います。 ]度Ⅱ本で尺!'l法から

メートル法へ変った状態のことを思い返してみ

てもうなずけます。だから小γ:枝での教育から

歩一 ・歩積み重ねていかないと到底ムリだ、 と

いうのが共通した意見です。

それに、 インチからメートルへといっても単

に長さの単位が変るということだけでなく 、物

の兄方や考え方までも変るという、 きわめて大

きな問題が含まれていることです。 こうしてみ

ると、 メートルがある稗度浸とうするまでは5

年や10年と、ころか、かなり長い年j1を要するだ

ろうと痛感しました。

（

7つのセクションでコンファランス

時代の要求を反映した各テーマ

このデザイン・エンジニヤリングら

行してデザイン・エンジニヤリング。

ョ－と併

コンファ
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★目新らしいものだけを探すのではなく 、締結の方向や流れを敏感にとらえることが大事になってきた

能選択の基準の問題ですが、 これは所要の機能

や経済的な基準を充たすには、 どのようなサイ

ズ、頭部及びねじ形状を選択すべきかという問

題で、有名なSPSアンブラコ･デビジョンのエン

ジニヤリングマネジャーが講師になっています。

第3はファスナーの選択、 コスト要因、品質管

理などに関連する装置の問題です。

以上の3つが締結と接合に関してとりあげら

れたテーマです。 この内容についてはもし資料

が入手されればこのシグマにも紹介されるでし

ょうし、その実現が期待されます。

この締結と接合に関するセクション以外で、

とくに目についたテーマにふれてみますと、現

在米国で問題になっているう°ロタ．クト ・ライア

ビリティ、 メートル移行の具体化、 コンピュー

タ利用の設計、製品設計におけるエネルギー節

約等々のテーマがあります。う。ロダクト ・ライ

アビリティ(ProductLiability) は製品の事故

や故障が人身事故などにつながって裁判沙汰に

なるケースが急増していることが背景となって、

－4－

米国産業界でも大きな問題になっているようで

す。話によると、ボルトの締付不良で梯子か壊

れて乗った人が負傷し、何万ドルかの賠償支払

の判決をうけた例もあるようです。 またメート

ル移行では、 GMにおけるメートル化計画の報

告が行われています。 GMは自動車業界の中で

もメートル移行を最も積極的におし進めている

ようですが、 これも一つにはGMが国内市場だ

けを対象にした企業ではなく 、世界各国に根を

張った多国籍企業としての性格をもっているた

めだろうと思われます。ただこのGMにしても

移行を具体化する上ではいろんな複雑な問題を

抱えていると聞きました。

ランスが開かれるのは例年のことですが、今年

は7つのセクションに分れて夫々のテーマに基

いてシンポジウムやセミナーが開かれました。

この中でフアスニング＆ジョイニング(Fastening

&Joining)のセクションがあり、 5月9日と

10日の2日間にわたりセミナーが行われたよう

です。行われたようだというと無責任みたいで

すが、私たちの知識や語学力の程度ではとても

理解は出来まいと初めから参加をあきらめたわ

けで、せめてもの埋め合わせにどんな問題がと

りあげられたかの報告位はしておきたいと思い

ます。

このセクションで取りあげられたのは、フア

スナーと接着剤と溶接・ろう付の3分野ですが

この中私たちに関係の深いフアスナーの分野で

みますと、 3つの問題がとりあげられました。

第1は材料選択の問題です。つまり、各種の環

境下で強度や反覆使用や耐食などの要件を充た

す最適の材料とは何かという問題です。第2は

サイズ、ねじ形状、頭部形状及びゆるみ止め性

、
１
１
１
■
１
０
Ｏ
５
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ｌ
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以上、ごく大ざっぱながらデザイン・エンジ

ニヤリングショーに関する報告と印象をまとめ

てみました。 18日間にわたるアメリカ出張は不

馴れな土地でもあり、緊張と慌しさの中にアッ

という間に終った感じですが、私たちなりに得

たものも大きかったと思っております。
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岩田社長の中国訪問 察言己
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3月7日千後､パキスタン航空で羽田を出発、

㈹H本ねじ工業協会による訪中視察団の =行8 夕刻には北京空港に到着、中国本土への一歩を
名は、去る3月7日より10日間にわたり、北京、 印した訳だが、改めて中国大陸の近さを思い胸
沈|場、上海を廻って各機械工場を見学、現地関 中複雑なものがあった。翌8日、 まず招請先の
係朽と交流を行った。 この訪中は日中機械閲易 機械公司や中日経済協会を表敬訪問、夜は機械
会を窓口に中国機械進出口総公司の招待による 公司の招宴に臨んだ後、寝台特急で沈陽に向い
もので、 1974年11月の第1回交流につぐ2IIJ目 9日より機械工場の視察その他の行動に入った

の訪中である。第1胆1は日中ねじ業界の技術交 まず沈陽では予定の4工場の中2工場を視察
流が目的であったが、今回の訪中は日中業界の した。沈陽第二機械工作所は、別名中国・チェ
交流促進、中国のねじ工場と機械工場の視察、 ．友宜工場の名の通り同じ社会主義国チェコの
ねじ部品窓口機関との日本製ねじ輸入の打診、 技術的協力で作られたものであるが、建物は旧
汎用工作機械の買付等々多様な目的をもったも 満州国時代のものをそのまま使用している関係
のであった。 この訪中視察団にイワタボルトか でかなり古びており現在新工場を建築中であっ
ら岩田勇吉社長も参加したので､<シグマ＞編集 た。

肴か社長の談話とメモをもとに中国視察記をま この工場はラジアルボール盤、ボーリングマ
とめてみた。 シン等の専門工場で、設備はチェコ製と中国製

のものが多い。 とくに脚工場製のものが目につ

いた。性能や精度は予想以上にすぐれラジアル

ボール盤、横中グリ盤、 ジグボーラーなど国際

的レベルにあるようで、ボーリングマシンは輸

一5－

出もされているという。女｢-が男子同様の仕事

をしているのが印象的であった。従業員5,000
名の中25％が女子といわれる。

沈陽第三機械工作所は従業員3,500名(内女f･

が900名)、旋盤や自動盤の専門工場である。建

物も古く採光も良くないが、現在一部改造中で

ある。普通旋盤の外|"1動・半自動旋盤、 NC付

6軸自動旋盤など6機種を生産している。

各職場を見学したが、設備の多軸穴あけ機は

I'1家製で、性能もすこぶる良いようであった。

ここで製造された旋盤はイランの外東南アジア

にも輸出され、 また6軸自動盤は欧州にも輸出

されているという。 ここの工場で目についたの

は、技術労働者を養成するための大学が設けら

れていることで、文字通り理論と実践が体化

した体制が作られている。

以上の外、予定していた沈陽第一機械工作所

は折柄建物を改修中で見学ができず、革命委員

会の幹部や技術責任者から工場の概要の説明が

あった。 この工場は6,800名の従業員で､クラン

’
1
1

（
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★中国の工作機械の精度やレベルが意外と高いのに驚かされた．四人組追放の運動の中で中国労働者の働きぶりは気迫と熱気にあふれている

クシャフト旋盤、 カム軸旋礁、 NC旋無等30"

噸の旋盤を専門生産する工場である。

視察川か雄も期待したボルト ・ナット亨門の

沈|場樮堆部品工作所も折悪しく休日のため兇学

かできなかったか、幹部や技術責任者から説明

を聞いた。 ここは従業貝3,100橘を擁する大工

場で、 ’'1動車、 トラクター、工作機械用のねじ

部品を作っている。ボルトはM20未満は冷問加

工、M20以上は熱間加工で、ナットもM20まで、

冷間加工である。ボルトはM1.6～M30まで生

産してお|) 、 2段打ちと4段打ちの圧造機が主

力で現在M30用圧造機の開発を進めているとい

う。 これらは工具を含めて全部''1家製である。

熱処理は､ノルトバスで、動化されている。年間

の材料使用量は約1万トン。

以上で工場兇学を終り、その間5．3人lt公社の

見学、沈陽故宮の参観、沈|場労働者会館での曲

戯観賞等々慌しい3日間を送り、再び夜行列車

で北京に帰る。

4月12日、北京で機械公:l i｣幹部との間で見学

の結果や機械の買付について話し合いを行い、

また、ねじ部姑の輸出入窓口に当る中田五余礦

産進出1 I総公両jの幹部と話し合いを行った。 こ

れは日本ねじ製品の買付けの可能性を打診する

のかりllいて､あった。 これに関して中田側から概

要次のような発言と説明があった。 「中国のね

じの生産技術水準は日本に比べまだまだ遅れて

いるが、工業は大慶に学べという堆本方針に基

いて努力している。ねじはまず国内の需要を充

たすことを先決とし、若干は輸出しているが、

それも友好のためである。岡内向けはメートル

サイズ､だが、輸出は主にインチサイズで､、什向

け地はアジア、アフリカ、 ラテンアメリカなとﾞ

の発展途上国（中国流で､は第3世界）が大部分

である。 日本は米国に向けかなりの量を輸出し

ているが中I玉Iは未だ緒についたばかりである。

工業の発展の過程で中国か必要とするねじで

国内で''1給し切れないものも出て米るだろうが、

その時は日本から輸入するのか良いのではない

かとも考えている。 日中友好のlからは勿論の

6－

こと、品質や輸送その他の点でも日本か最適だ

と思う。今の所I玉l内で充分自給できるが、将米

もこのままでいけるかどうかは何ともいえない。

北京で､は頤和園や万里の長城、明|-え陵地下

宮殿なと，を兄学した後、 15日から妓後のコース

|Z海での日程に入る。

上海では2つの工作機械工場を見学した。

上海第二機械工作所は従業員1,300名の施盤

か主体の工場である。 60年の歴史をもつという

から戦前からの工場である。普通旋礁や精密旋

盤の生産の外、 I紫i単加工なと、を行っている。

設備は中国製の外災国、 ドイ､ソ、米国製のも

のが目についた。工場は日本でいえば町工場並

みであるが、製品は一流水準をﾘHいとしていて

従業貝の働きぶりもきびきびしている。

上海工作機械工場は従業員6,000名（内女子

1,200名)で、平面研削盤、円筒研削盤、 クラン

ク研削盤、ネジ研削盤なと、を生産している。最

初は農具工場であったが、研削盤を作り始め、

それこそ''1力更生をモットーに技術の訂||練と創

）
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て初めての中田占方間であり、従ってIjill'jの印象 て米たといわれるが、或いはそうかも知れぬ
との比鮫対照はできないので、兇たまま感じた と感ぜら九るフシもあった。

まま幾つかの,!'rをあげ-てみる。 6) . と･の工場でも労働荷の働きぶり、勤務態I災
'） ． 1 ' 1 |玉|側の受入れの態庇かきわめて好,意的、 かきびきびして賊実さにあ.j,れており、新し
かつ｢戒意がこもっておl) 、壷る1冊でH1|'友好、 い同造りの怠良(込みのようなものか感ぜられ
H' lifY易の拡大か強!淵されていたのも外米の た．それだけIl会主義数fiも徹底し折j県や棚：
拝にk,Iするお世I咋ばかりでないものを感じた。 理もきびしいだ･ろうが、 ‐つの11棟にIfilって

2) ．工滑t唯の伸びは例の|ﾉLI人糸|l問迦なと．の|乳I 打ち込む鉱迪が括る,ﾘrにみられた。
係で余り期待した程の成果が上っていない様 7) ．勿!諭広大なIEIであl)工堆化とい=うても未だ
であるが、米年以降は正',ili-に復し大きな成果 未だ幾多の問'坦を抱えているである-)から、
を期待できると兄ているようだ。 今庇の海!りI間の視察だけを以て云々する1沢に

3) ．限られた工場での印象だが、中同の工作機 いかないが、いろんな,唖味でI I本の将米にと
械のレベルは予想以kに高いようだ。他の社 って大きな影郷を及ぼしていくであろうこと
会主義I玉|家からの援助もあるだろうが、何処 をひしひしと感ぜられた．
でも| '|力更化が強調され、 また技術門･の養成、

労働荷の副'|練には非常に力をいれている。

4) ．ねじ工場の兇学は実現できなかったのは残

念であるが、沈|場標準部品工作所のような塊

（

,甑工夫に努め、塊7[では各繩の精密研削雛を作

る大工場になったものである。始んとゞが|-fl内向

けであるか、 ‐部は輸出にあてている。 ここで

は、職場が10ヵ肝に分れているが、外に研究所

1カ所、学校を2力}ﾘ↑もっている。労働考の技

術間l11純にはとくに力をいれ、例えば女fの場合

をみても、 16歳で初等中学校卒業後、工業計||純

学校で2年、更に実科で1年のi;111神をへるやり

方と、初等!''学校卒業後直接工場で､目11l純するや

り万とを併用している。

中I即ではいわゆる下放運動で幹部でも労働参

加が義務づけられているが、 この工場の場合は

幹部は1週に1日か2日、 1年に2ヵ月ないし

3ヵ月、交代で職場に入り、組立てや機械操作、

又は食堂の手伝いなと・を行う。

模のねじ工場が各工業地域に存在している様

であり、そこではヘッダ､なと’ねじ用機械や工

具など附属品も夫々の工場内で''1家生産して

いるとみられる。ねじ部品の［品質精度につい

ては何ともいえないが、工作機械工場でのレ

ベルからしても、 また工業生産を積極的に進

めている現状からしても、かなl)の所にある

のではなかろうか。五金公司との会談では、

日本から学ぶ所多々あるのではないかと発言

していたが、今の中国全体の意気込みからす

ると進歩も早いだろうと思う。

5) ．至る所で|皿人絹批判のスローガンか掲げら

れ指導も徹底しているが、 この問題は外米肴
のわれわれにとってはなかなか理解しにくい

ものを感じた。ただ、 lﾉﾘ人紺の批判か起って

から全体として空気か明るくなり活気に充ち

』 , ■､--時→－▽

（ 中岡て'使用きれているねじのﾗべﾙで「特光,‘〈角帽」

ある｡鹿六角十, 卜て･ある。

以上か機械工場を中心とした訪中視察の概要

であるが、最後に全体としての印象をまとめて

みたい。ねじ業界としては2回目の訪中視察団

で､あるか、団長を除くと私を含め参加者はすべ

句

イ
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’ 台湾のねじ工場を見る

いい切れぬ面もあるが、 とにかく人件蜜の安い

こと（中卒で24,000円～32,000円､高卒で32,000

円～40,000円、大卒で40,000円～48,000円)、稼

動も24時間勤務体制で休日も月4日程度である

ことなどをみると、 日本製ナットが国際市場で

追い上げられるのも無理はないと感じさせられ

た。 とにかく日本に追いつき追い越せが大きな

目標で、社内の行動指針も①責任、②安全、③

生産、④報国の4つを掲げ、壁には蒋介石の肖

像をつるして生産に励んでいる。視察した2工

場は政府の推せんした工場であるが、成程とう

なずかせるものがあった。

4月10日は台北市内で台湾機械展を見学。出

品は116社でう°レス機、溶接機､研削機等の外ヘ

ッダー、ナットホーマー、 ローリングなども展

されていた。三星工業、宏発機械工業、春日機

械工業等の出品である。 日曜日の午後の故もあ

ってか場内は閑散としていたが、機械の性能は

ともかくとして、台湾が自力でねじ製造機を製

造している事実に考えさせられるものがあった。

今度の視察は、米国を初め世界市場で日本製

品の有力な競争相手として進出来ている台湾の

ねじ業界の実情にふれるということであったが、

僅か4日間という限られた期間とはいうものの、

追う者と追われる者との避けられない現実のう°

ロセスの一端を肩身に感じたことが収獲であっ

た。

卜を月間400トン生産、材料は日本からの輸入。

作業は3交替の24時間稼動。M6のナットホー

マ4台（毎分能力700個）テスト中で、 6月から

稼動。 タッピンねじも年末をメドに毎分1000

本の設備を開発中とのこと。輸出先は欧州と米

国である。設備機械は日本より劣っているが人

件費が安いのでコストも安くつくようだ。休日

も月間4日だけでそれも決った日に休む訳では

ないようである。

今一つの会社は頴明工業股ｲ分有限公司。設立

が1969年という新しい会社で、畑の中の8，277

平方米の敷地に建物3,472平方米の工場は外観

も工場内もなかなか近代的である。従業員41名

で、六角穴付ボルトと六角穴付止ねじが主力で

外にスタットボルト、 コネクテングスクリュー、

ハイテンションボルト、六角レンチなどを月間

100トン生産｡ヘッダ8台は何れも台湾製である

が、先付けやねじ切りは何れも人手に頼ってい

る面が多い。外自動ローレット加工機が10台程

組立中だった。熱処理装置も1基あり24時間稼

動して1日2トンの能力あるが、 自社製品の外

外部からの加工依頼でどうやらフル稼動の状態。

生産はウイットネジが50％、 ISOネジ20%その

他で輸出は全体の20%程度。倉庫は50棚位が満

杯の状況。材料は日本の名古屋にある新星工業

より仕入れており、生産の4， 5ヵ月分に当る400

トンから500トンを在庫。

以上の2工場の視察だけでは一がいに何とも

－8－

闇關闇闇圃闇閣闇闇闇關闇翻闇關圏閣闇圏關翻閣翻

〉

日本に追いつき追いこせと

24時間フル稼動

全国鋲螺新聞社主催による台湾ねじ企業視察

団（一行29名）は4月8日より11日迄の4日間、

台湾ねじ企業2社を視察した外台湾機械展を見

学したが、 イワタボルトから顧問山川光哉と資

材課長石川了の2名がこれに参加した。以下は

その報告の概要である。
刀

4月8日羽田を出発､同日高雄到着後､直ちに

政府の経済部国際貿易局を表敬訪問、汪俊容副

組長から台湾ねじ工業の概説について説明をう

けたが、台湾にはねじの専門商社はなく金物屋

（五金）が販売しているということだった。

翌9日に、ねじ企業2社を訪問した。一つは

安平螺帽股扮有限公司という会社。ボルトナッ
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ルトなどを含み、 1972年を基準に5年間の数量 それはそれとして、 もし今度の要請がまかり

規制をすべきだというものです。エスケープク 通るようなことにでもなるとどうなるか。 1972

ローズの要請は今から2年程前にも行っており、 年を基準にすると日本の対米輸出は半減とまで

この時は3対2という僅少の差で却下されてお はいかずともそれに近いものになろうといわれ、
ります。従って今度は2回目という訳です。 それこそ大問題です。そうでなくともここ数年、
それにしても、米国ねじ業界は主として日本 国内景気が全般的に思わしくない所から輸出に

製品を狙いとして執ように攻勢をかけてきてい かけこむケースが多くなっている際でもあり、
る感じで、 日本のねじ輸出も前途きびしさを増 ねじ産業に与える影響は測り知れないものがあ
して来ているといっていいでしょう。 ります。

今度のITCへの提訴で目立つのは、単に標準 米ねじ業界が相ついで輸入品阻止を訴えてい
品中心のメーカーだけではなく、SPSとかハツ る背後には、 〈シグマ>NQ23 ("米国有力ねじ企
ク社とかモジュラス社などといった特殊もの専業ラムゾン社が主力工場を閉鎖したその背景は"）
門のメーカーも名前を連らねていることですが、 でも述べたように、米ねじ業界が構造的に大き
こうしたメーカーは今度の提訴には乗り気では な転換期に直面しているという事情がひそんで
なかったようです。何れもIFIの有力メンバー います。彼ら自身、標準品分野は最早限界業種
で、結局多数決で押し切られたといわれます。 とみているにも拘らず、 さりとて転換もままな
またこうした特殊もの専門の大手メーカーが連 らずで、結局は、輸入品を規制してその間に少
署に名前をつらねるかどうかで迫力が違って〈 しずつ次の手を考えていくより外ない、 という
るわけで、恐らくねじ業界あげての意志という のが実情のようです。そうなってくると、米国
ことを見せたかったのだと思います。 また、全側にとってはねじ産業それ自体の存続の問題と
米鉄鋼労組や国際機械工労組なども全面的に支考えるのも無理のない話です。他方米国のねじ
援しています。 のユーザーからすれば、出来るだけ合理化して
更に今度の提訴に先立って､IFIでは各官庁や生産コストを安くし国際競争力をつけようとす

議会に対していろんな形で働らきかけ、啓蒙宣 る所から、安くて品質の良い外国ねじを大歓迎
伝に努めたといわれますが、 日本でも同じです というわけで、事態はなかなか複雑です。
力罫米国でも、政府や議会にいろんな経路や方法 ただ世界全体をみますと、いくら貿易立国が
で訴え、世論を少しでもわき立たせないとなか 国の宿命と訴え自由貿易を相手に説いてみても
なか事がうまく運ばないことが多いようです。 それが通らないような状況になりつつあること
こうした戦法を米国では、 "BigNoise, Make は見のがせません。そうした状況の変化の中で
TroUble" (ビツグノイズ､メークトラブル）とい 日本のねじ業界も自らの行く末を考えなければ
うそうです。つまり、 うんと騒いでトラブルに ならない状態になってきました。 きびしい時代
引きこめ、 というわけで、最近ではカラーテレ です。
ビ業界がこの手を使っています。

－9－

米国ねじ業界、輸入規制で

第3弾の攻勢

く

再びエスケープ

を要同月クローズ 二士

米国ねじ業界ではかねてから、 日本製品の米
国市場への輸入について、政府の援助又は助成
をえているから、それに見あう相殺関税をかけ

るべきだ、 と財務省に提訴していました力:、昨
年秋、その疑ありとの仮決定が下され、更に去
る4月21日正式に相殺関税をかけるという本決
定が財務省から下されました。政府の援助、助
成の疑をかけられたのは海外市場開拓準備金制
度による税の繰延べとジェトロの輸出振興援助
の2つですが、これによって鋼製のボルト ・ナ

ットに対し所定の輸入関税の外にFOB価格の
0.2％をかけるというわI九です。
これに対して通産省と日本ねじ工業協会では

米財務省の決定は納得しかねると抗議をしまし
た。

所がそれから1ヵ月程たった6月10日、米国
の主なねじメーカー23社が連名で国際通商委員
会(ITC)に対し1974年通商法によるエスケー
プクローズの適用を要請しました。 これはボル
ト、ナットを初めキャップスクリュー、ラグボ

く




